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　近年、スマートフォンの利用に代表されるように、気象情報の入手手段が多様化していますが、これは

情報通信技術（ICT：Information and Communication Technology）の発展がもたらしたといえます。

気象庁は、これまでも、その時代で最新の技術を取り入れながら、気象情報の作成と提供を行ってきま

した。近年の ICT の進展がもたらす情報の流通と利用環境における劇的な変化に対しても、国民がより

身近に気象情報サービスを受けられるよう、各種の取り組みを進めていきます。

（１）ICT の進展と気象情報  
　「全国一般風ノ向キハ定リナシ天気ハ変リ易シ但シ雨天勝チ」、これは明治 17(1884) 年 6 月 1日に気

象庁（当時は東京気象台）が発表した最初の天気予報です。ご覧の通り、日本全国の予想をたった一つ

の文で表現しています。この天気予報は東京市内の交番に掲示されただけでしたが、当時の通信インフ

ラを考えると住民に情報を伝達する手段として、この方法は、なかなか良いアイデアだったかもしれません。

天気予報をはじめとする気象情報は、今も昔も、自然現象の観測に始まり、観測データの収集と観測デ

ータの解析による監視や予測、情報の作成と伝達という一連の情報処理を通じて国民に伝えられていま

す。ここでは、情報通信技術の変遷に合わせて気象庁がどのように取り組んできたかを振り返るとともに、

近年の ICT の進展によって気象情報のあり方がどのように変化したのか、また、それに合わせた気象庁

の取り組みについて紹介します。

ᶃ؍ଌͱ௨৴ͷཱ֬ʹ͚ ʙͯใ௨৴ࣾձͷᴈ໌ظ（ઓલɾઓ͔ظޙΒ1��0 まͰ）

　気象衛星によって撮影された雲の動きを見るとよく分かるとおり、大気の流れに国境はありません。こ

のため、どの国でも自国の気象の正確な予測には、外国の気象データが必要となります。各国の気象機

関は、インターネットが世界に普及するずっと以前から、気象データを交換する国際通信網を整備してきま

した。我が国においては、昭和 36（1961）年の東京―ニューデリー間の回線開通を皮切りに、国際的な

気象データの交換に参加してきました。このよう

な国際通信網がない、戦前から戦後間もない時

期にかけて、外国の気象情報の入手には、無線

放送の傍受が唯一の手段でした。

　その後、国内外の観測データ、予報・警報及

び気象の実況図や予測図等を国内の気象官署

や外国気象機関に配信するためのシステムが、

全国中枢の役割を担う気象資料自動編集中継

装置（C-ADESS）と全国６箇所の地方中枢気

象資料自動編集中継装置（L-ADESS）を昭和

1 ICT が導く気象情報のさらなる活用
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外国気象データの受信の様子 （昭和30年頃）
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62（1987）年までに整備することで実現しました。

　一方、観測分野については、昭和 49（1974）年に、当時データ通信に開放されたばかりの電話網を活

用して、全国約 1300 地点の気象状況を遠隔監視できる観測網を構築しました。これが、アメダスです。

また、昭和 29（1954）年に整備した気象レーダー、昭和 52（1977）年に日本初の実用衛星として打ち上

げられた静止気象衛星「ひまわり」等を組み合わせて、職員の手と目による現場の正確な観測に加え、

面的にリアルタイムで気象を把握できる観測網を構築しました。

　この時代、気象通信網と観測網が急速に発展しました。しかしながら、人々が気象情報を入手する手

段は、新聞・ラジオ・テレビや１７７天気予報電話サービス等に限定されており、気象情報の利用の多様

化は、高度情報化社会の到来を待たなければなりませんでした。

ᶄΠϯλʔωοτ࣌ͷ気象業務ʙߴใԽࣾձͷ౸དྷ（1��0 Ҏ߱）

　1990 年代に入ると、パソコンが一般にも普及し、家庭でもインターネットが利用されるようになりました。

1980 年代に登場した携帯電話も1990 年代に急速に普及し、平成 11（1999）年に NTTドコモが i モー

ドサービスを開始したように、高度な情報通信サービスを誰でも簡単に利用できる時代が到来しました。

ɾ気象ிͷج൫ใγεςϜʮ気象ࢿྉ૯߹ॲཧγεςϜ（$04.&54）ʯͷੜ

　気象庁の情報システムは、国の

防災関係機関、報道機関、民間

事業者や外国の気象機関等と接続

しています。高度情報化社会の到

来により、大量の情報を安定的に

伝達する必要が一層高まりました。

　昭和 63（1988）年には、スーパ

ーコンピュータと C-ADESS を統

合した気象資料総合処理システム

（COSMETS）の運用を開始しま

し た。 平 成 8（1996） 年 に は、

COSMETS の処理能力強化に伴

い大型化したシステムを本庁舎に

設置できなくなったことから、気象衛星センター（東京都清瀬市）に建設した新庁舎に第二世代

COSMETS を整備しました。その後、C-ADESS と L-ADESS を統合し、障害時のバックアップを可

能とする二中枢のシステムとして、平成 17（2005）年に東日本アデス（東京）、平成 20（2008）年に西日

本アデス（大阪）を整備しました。

　スーパーコンピュータでは、気温などの大気の時間変化を物理法則を基にシミュレーションしています（第

２章第１節参照）。空間解像度が高く、より現実に近いシミュレーションの実施には、スーパーコンピュー

タの計算能力の向上が不可欠です。気象庁は、昭和 34（1959）年にわが国の官公庁として初めて科学

気象資料総合処理システム （COSMETS）
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計算用の大型コンピュータを導入して以降、コンピュータ技術の進歩に合わせて計算機を更新してきまし

た。平成 24（2012）年 6 月に運用開始した９代目のスーパーコンピュータは、1 秒間に８百兆回の四則演

算を行う能力を持ち、局地的な大雨などに対する防災気象情報の高度化や、季節予報の精度向上に役立

てるほか、気象衛星データの処理も行っています。

　このように気象庁では、高度情報化社会において 24 時間絶え間なく情報を提供するために、情報シ

ステムの機能強化と安定性を高める取り組みを続けています。

ɾຽؒ気象ࣄ業ऀʹΑΔ͖Ίͷ͔ࡉいαʔϏεͷ࣮ݱ（気象༧ใ੍࢜）

　情報通信技術の発達とともに、気象情報についても、例えばファクシミリネットワークを通じて「欲しい

時に欲しい情報」を入手したいというニーズが高まってきました。また、CATV を中心として、地域に密

着した情報を提供するメディアの展開が進み、気象情報についても、質の高い局地的気象予測情報の提

供が求められるようになりました。さらには、コンピュータを用いて気象情報を加工し、企業経営に活か

すようなユーザーも誕生してきました。このような情報化の進展に伴う気象情報へのニーズの多様化にき

め細かく対応するため、気象庁では、平成 5（1993）年に気象予報士制度を創設しました。これは、民

間気象事業者による高度な気象サービスの普及を促進するため、気象庁以外の者が行う予報業務の一層

の充実を目指した制度です。加えて同年には、スーパーコンピュータによる気象予測シミュレーション結果

等、気象庁が作成した大容量のデータを民間事業者が入手できるよう、民間気象業務支援センターを通

じて気象情報を提供する体制を整備しました。民間気象業務支援センターからオンラインで配信されてい

るデータの量は、年々増加しており、2011 年では、新聞朝刊に換算して 36 年分のデータが毎日提供さ

れています（右下図）。

　現在、多くの気象予報

士が民間気象事業者等で

活躍しており、インターネ

ット環境の充実など社会

で進む ICT の発展の中、

民間事業者はスマートフォ

ン等の携帯端末を活用し

たサービスの拡 充など、

個々の利用者の要求に対

応したサービスを展開して

います。 今 後も最 新 の

ICT を活用した幅広いニ

ーズに対応したきめ細かな気象サービスの提供に向け、民間気象事業者が重要な役割を担うことが期待

されます。

民間気象業務支援センターから配信している１日あたりのデータ量
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ᶅ *$5ͷܶతͳਐలͱ気象業務ʙݱͱ͜Ε͔Β

　天気予報をはじめとする気象情報を入手する際、みなさんはどのような手段を利用しているでしょうか。

テレビの気象コーナーを観る人もいれば、同じテレビでもデータ放送を利用して、目的の場所の気象情報

を入手する方もいるでしょう。また、スマートフォンのアプリケーションで、いつでも最新の気象情報を入

手している方もいるでしょう。ICT の進展は、個人が受け身の姿勢で情報を得るだけでなく、自らのニー

ズに合った情報の入手と活用を可能としました。

ɾΠϯλʔωοτはఱ気༧ใͷ入खݩͱͯ͠ ୈ̎ͷϝσΟΞ

　総務省情報通信国際戦略局情報通信経済室が行った調査（右上図）によると、天気予報の入手元とし

て「最も利用するメディア」との問いに対し、

70% を超える方がテレビと回答しています。イン

ターネットについては、報道機関のサイトや一

般サイトなどを合計すると、18% を超える方が

天気予報の入手元としてインターネットを最も利

用しています。この割合は新聞・雑誌やラジオ

を大きく上回り、インターネットは天気予報の入

手元としてテレビに次ぐ第２位の地位にあると言

えます。ただし、インターネットの中でも報道機

関の文字サイトを利用している割合が大きく、

既存のメディアと合わせると、依然として報道

機関を介した利用が大半を占めています。近年、

報道機関や行政機関とは異なる情報の入手元と

して、ソーシャルメディアの存在が注目されてい

ます。同じ調査報告から天気予報の入手元とし

て利用されているインターネット関連のメディア

（右下表）を見てみると、ソーシャルメディアは

報道機関のサイトには遠く及ばないものの、行

政・企業サイトと同等に利用されており、今後

の動向が注目されます。

ɾεϚʔτϑΥϯͷొ

　平成 24 年版情報通信白書によると、我が国ではモバイルインターネットの普及率が 89.5%（平
成 22 年）と世界各国と比較しても先行しています。同白書では、我が国におけるモバイルインタ
ーネット利用回数について、従来型携帯電話利用では毎日 1 回以上が 5 割強にとどまっているのに
対し、スマートフォン利用では約 8 割に達しており、スマートフォンの急速な普及は、データトラ

天気予報の入手元として 「最も利用するメディア」

૯務লʮ*$5ج�൫ɾαʔϏεͷߴԽʹ͏ར༻ऀҙࣝͷมԽʹؔ͢Δ
ௐࠪڀݚʯ（ฏ 24）Λͱʹ気象ி࡞ɻ

報道 /文字サイト

報道 /映像サイト

一般サイト

一般映像サイト

ソーシャルメディア
行政・企業サイト

ネットラジオ

35.3%

6.3%

4.4%

2.8%

2.5%

2.4%

1.6%

天気予報の入手元として「利用しているメディア*」

� Πϯλʔωοτؔ࿈ͷΈ
૯務লʮ*$5ج�൫ɾαʔϏεͷߴԽʹ͏ར༻ऀҙࣝͷมԽʹؔ͢Δ
ௐࠪڀݚʯ（ฏ 24）Λͱʹ気象ி࡞ɻ
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ヒックの急増をもたらしていると報告しています。スマートフォンの登場により、個人が活動して
いるそれぞれの現場にいながら、インターネット上に展開する多種多様なサービスの利用が可能と
なっています。気象情報についても、情報通信事業者や民間気象事業者が、個人の自発的な選択に
合わせたきめの細かいサービスを展開しています。

ɾʮεϚʔτֵ໋ʯͱ気象ใ

　ICT の革新などにより、企業等による多種多量のデータ（ビッグデータ）の生成・収集・蓄積が可能・

容易になりました。その分析・活用による異変の察知や近未来の予測等を通じ、利用者個々のニーズに

即したサービスの提供、業務運営の効率化等が可能になると期待されています。気象データを取り入れた

ビッグデータの分析については、来店者の年齢・性別等と気象条件を組み合わせた顧客分析、交通情報

と降雨情報を活用した渋滞予測、土壌情報や農作物市況と組み合わせた気象情報の営農への活用等の

事例が報告 * されているように、人々の暮らしや産業と密接に関わる気象情報は、ビッグデータの活用に

おいても重要な役割を担う可能性があります。平成 24 年版情報通信白書では、スマートフォン等の普及

により実現したユビキタス環境（『いつでも』、『どこでも』、『何でも』、『誰でも』ネットワークに接続でき

る社会）の完成とビッグデータの活用が融合し、「スマート革命」ともいえるICT の新たな革新がもたら

される可能性を指摘しています。時間的・空間的に変化する気象情報を ICT に合わせた形で提供するこ

とにより、気象情報がより一層生活や経済社会に浸透し、人々の安全や便利な暮らし、また、産業の発

展に役立つ可能性があります。気象庁が現在進めている具体的な取り組みや民間事業者等の動向につい

て、以下で紹介したいと思います。

に分析した ICTがもたらす
成長への 2つの道筋、すな
わち企業・家計・政府が生
産性向上その他様々な課題
解決の原動力としての役割
と、アプリケーションサー
ビス、通信サービス、機器
製造など ICT産業の裾野の
広い生産・雇用創造の役割
双方が飛躍的に強化される
ことが見込まれる。いわば、
ユビキタスネットワーク環
境と「スマート化」の融合
が、「スマート革命」ともい
える ICTの新たな革新をも
たらし、成長のエンジンと
しての ICT、万能ツールと
しての ICTの機能を強化し
つつ、我が国の社会経済活動全体の風景を変える可能性を秘めているといえよう。

インターネット・
携帯電話の
世界的普及

ネットワーク環境の統合化
（クラウド・ワイヤレス）

ソーシャルサービス
の定着

デバイスの進化
（マルチスクリーン、Ｍ２Ｍ）

（
個
人・企
業・政
府
）

社
会
基
盤
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

（
開
発
途
上
国
を
含
む
）

携
帯
電
話
の
発
展
基
盤
化

クラウド
ɾ͋ΒΏΔใ͕ωοτ
ɹϫʔΫ্Ͱྲྀ௨ɾੵ

ソーシャル
ɾ͋ΒΏΔਓͷ
ɹʮͭͳ͕ΓʯΛ࣮ݱ

スマートフォン等
の普及

ɾ͍ͭͰɺͲ͜Ͱɺ̥̘
ɹ૬ͷػͰΞΫηε

Ｍ２Ｍ通信
の可能性

ɾ͋ΒΏΔϞϊ
ɹʮͭͳ͕Γʯͷର象ʹ

ビッグデータの活用
ɾωοτϫʔΫ্ʹۃΊͯେྔʹྲྀ௨ɾੵ͢Δ
ɹσʔλΛߴͰऩूɾղੳ͢Δ͜ͱʹΑΓɺࣾձ
ɹࡁܦͷ՝ղܾαʔϏεͷՃՁ্

ワイヤレス
ɾ8JpීٴʹΑΔ༗ઢɾ
ɹແઢͷ࿈ܞ
ɾ์ૹͷσδλϧԽʹΑΔɹ
ɹ௨৴ɾ์ૹ࿈ܞ

ス
マ
ー
ト
革
命

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
と
「
ス
マ
ー
ト
」
の
融
合ωοτϫʔΫɺϝσΟΞɾαʔϏεɺσόΠε֤のʮεϚʔτԽʯのਐల

ʮϢϏΩλεωοτϫʔΫڥʯの࣮ݱ

× ×

ɺ̢ٴͷεϚʔτϑΥϯͷීۙ࠷˔ ̢̎ ௨৴ͷՄੑɺϏοάσʔλͷ׆༻ͷ৽ைྲྀ͕ɺ
ɹʮϢϏΩλεʯͱʮεϚʔτʯͷ༥߹ΛՃ͠ɺʮεϚʔτֵ໋ʯ

ਤද ������� 「スマート革命」のイメージ

サイバー空間の在り方に関する国際議論の動向2

（1）サイバー空間とその役割
　インターネットは、その上で多様なサービスのサプライチェーンやコミュニティなどが形成され、いわば一つの
新たな社会領域（「サイバー空間」）となっている。このようなサイバー空間の持つ重要性や価値の認識が高まって
いく中、近年、サイバー空間の在り方に関して様々な国際機関や国際会合で議論が繰り広げられている。

（2）新興・途上国における規制・管理強化の動き
　2010 年（平成 22年）12月から 2011 年（平成 23年）1月にかけて、チュニジアにおいて「ジャスミン革命」
と呼ばれる民主化運動が起こり、長期政権に終止符が打たれた。この革命に端を発し、中東・北アフリカ地域の多
くの国において、いわゆる「アラブの春」と呼ばれる民主化運動が発現し、エジプト・リビアなどにおいても長期
政権が崩壊した。
　平成 23年版情報通信白書（第 2節）において、先進国以外でも、インターネット利用率は低いものの、チュニ
ジア等ソーシャルメディアの利活用が進展している国が存在していることを指摘したが、これらの一連の動きにお
いては、市民同士のリアルタイムな連絡や国内外への情報の発信などにおいて、インターネットやソーシャルメディ
アが大きな役割を果たしたといわれている（トピック「『アラブの春』とソーシャルメディア」参照）。
　アラブの春においてインターネットやソーシャルメディアが民主化運動に大きな役割を果たしたことを受けて、
新興・途上国においては、ネットへの規制や政府の管理を強化する動きが強まっている。
　例えば、イランでは 2011 年（平成 23年）6月に通信大臣が、国外のインターネットから切断された「ナショナル・
インターネット」構築のためのテストを開始する旨を発表した。
　また、中国においては、同年 11月に中国国家インターネット情報弁公室がインターネット接続事業者に対し健
全なインターネット文化発展のための管理強化を要請したほか、同年 12月には北京市政府が中国版Twitter「微
博（ウェイボー）」の実名登録を義務付ける新たな規定を施行している。
　ベラルーシにおいては 2012 年（平成 24年）1月に自国民・自国在住民による国外のウェブサイトへのアクセ
スを禁止し、違反した場合に罰金を科す法律が導入された。

*$5͕ಋ͘ࡂ෮ڵɾຊ࠶ੜのಓےୈ��෦�
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「スマート革命」のイメージ

ˎʮใ௨৴৹ٞձ�̞̘̩جຊઓུϘʔυ�Ϗοάσʔλͷ׆༻ʹؔ͢ΔΞυϗοΫάϧʔϓ�औΓまͱΊ（ฏ 24 5�݄ 17 ）ʯΑΓ

૯務লʮฏ 24൛ɹใ௨৴നॻʯΑΓ
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特集　社会に活きる気象情報

（２）ICT が切り拓く新たな防災気象情報　
　ICT の進展は、大量の情報が迅速に伝えられることに加え、巨大な組織のみならず個人までが高度な

情報処理を行うことを可能とします。ICT を活用し、防災気象情報をより効果的に利用していただくため

の取り組みについて紹介します。

ᶃ ใʯٸۓ気象ใʮࡂ৽ͨͳͨ͠ݱ$5͕࣮*

　地震波には、地震発生後最初に伝わってくるP 波（縦波）と、強い揺れにより建物等に被害をもたら

す S 波（横波）があり、P 波は S 波よりも速く伝わります。地震波の伝わる速度は毎秒数キロメートル

程度ですが、地震計のデータや発表した情報は、ほぼ光の速度（約毎秒 30 万キロメートル）で伝達でき

ることから、地震の発生場所に近い地震計で P 波を観測した段階で、各地の震度を推定し伝えることに

より、S 波が伝わってくる前に、強い揺れが迫っていることを知らせることが可能となります（下図）。

　この原理を利用して緊急地震速報を実用化するためには、地震計のデータを速やかに気象庁に収集し、

瞬時にコンピュータで解析、情報として伝達する手段が必要でした。これらは、近年の ICT 技術の発達

があって初めて実現されたものです。さらに、緊急地震速報は、鉄道運行の自動制御、エレベーターの

自動停止、学校・工場・商業施設での館内自動放送、個人が持つ携帯電話への一斉配信など、いまま

での防災気象情報にはなかった受け手側での高度な利活用が行われています。このように、情報の作成・

伝達・利用いずれの場面でも、緊急地震速報は ICT に支えられています。

ᶄ *$5ͷ׆༻Ͱଟ༷Խ͢Δใୡखஈ

　気象庁では、気象、地震・津波、火山などに関する防災情報を、防災関係機関にオンラインで迅速に

伝達すると同時に、テレビ・ラジオやインターネット等を通じて広く国民に発表しています。さらに、近年

の ICT 技術のさらなる進展を受けて、情報伝達の手段は一層多様化しています。

　例えば、気象庁が発表する緊急地震速報や津波警報等の防災情報は、消防庁が整備している全国瞬

時警報システム（Ｊアラート）により、消防庁から人工衛星を経由して市町村に迅速に伝達されるだけで

なく、市町村に設置されている防災行政無線を自動的に起動させて、住民の皆様に瞬時に情報を伝える

緊急地震速報の原理
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ことが可能となっています。

　緊急地震速報や津波警報、自治体が発令する避難に関する情報などを、該当する地域にいる一人ひと

りの携帯電話に一斉に同報配信する「エリアメール」「緊急速報メール」等と呼ばれるサービスも、ICT

技術の進展によって可能となりました。

　さらに、最近ではスマートフォンの普及が爆発的に進んでおり、一人ひとりが必要な防災情報を手軽に

手に入れることができるアプリケーションが多数提供されています。

ᶅ *$5�ͷਐలʹ߹Θͤͨࡂใͷఏڙ（ࡂใͷ9.-Խ）

　これまで気象庁は、気象警報、津波警報、地震情報などを、それぞれの分野によって個別の異なる

形式（フォーマット）で提供してきました。これは情報の内容の特性に応じて、従来の低速な通信環境で

伝達することに対応したものでしたが、高度に ICT 化された現代社会において、より詳細で高度化され

た防災情報をより効果的に活用していただくため、情報の種類によらない統一したフォーマットとして「気

象庁防災情報 XML フォーマット」を策定し、平成 23 年 5 月12 日より使用しています。このフォーマット

では、汎用性が高く、インターネットの世界で広く一般に普及しているXML 形式（次ページ質問箱参照）

を採用しました。

　これによって気象庁から提供される様々なデータを統一的に処理することができ、利用者はそのニーズ

に合わせて自由に情報を加工することができるようになりました。例えばハザードマップや河川の水位情

多様な情報伝達手段
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報、避難情報など他機関の情報も組み合わせることによって、より効果的な利活用が広がると期待され

ます。

　気象庁では引き続き XML 形式による防災情報の普及を図るとともに、利活用の状況等を踏まえて今

後更に利用者の活用の幅を拡げる取り組みを進めていきます。

質  問  箱

　9.-は、Σϒϖーδに༻いΒれる
)5.-とಉ͘͡コϯピϡーλޠݴのҰͭͰ
͋り、จষにཧతなߏ、ҙຯをࢦఆする
ことがՄなςキετࣜܗのهड़ޠݴͰす。
มߏ、ցॲཧにΑるใのબผとऔಘػ
ことがͰき、औりѻ͏ٕज़͏ߦを༰қに
のඪ४Խॆ࣮しͨιϑτΣΞといͬͨ
ۙ、もͬていること͔Βڥ はඪ४తなσ
ーλのهड़ࣜܗとして෯͘ར༻͞れてい
ます。

ใΛެ։すΔϝϦοτʁؾͰࣜܗ-.9˙
　このΑ͏なಛをࣜܗ-.9ͭ࣋Ͱ気象
ใをఏڙすることͰ、ར༻ऀがඞཁとする
ใをऔりग़し、ؔ ࿈するଞのσーλと݁ͼͭ
͚て׆༻するのߴなར༻がՄとなり、
まͰఆしていな͔ͬͨに͓͚る気象ࠓ
ใの͞Βなる׆༻にもͭながるとظ͞
れます。まͨ、気象地といͬͨҟなる
のใを౷ҰతにॲཧͰきる΄͔、ใ
༰のվળ、৽ͨなใのఏڙにもॊೈ
にରԠすることがͰきるΑ͏になり、ར༻ऀ
ଆのෛ୲もܰ͞ݮれます。

XMLによる気象庁防災情報の共有化

ɹ気象ிͰはɺ気象ிࡂใ9.-ϑΥʔϚοτΛࡦఆ͢Δʹ͋ͨΓɺ9.-ͷར׆༻ਪਐʹऔΓΉඇӦརஂମʮ9.-ίϯιʔγΞϜʯͷྗڠ
Λಘͯݕ౼ΛਐΊまͨ͠ɻまͨɺํެஂڞମʹ͓͚Δใͷڞ௨ར༻ɾ࿈ܞɺॅຽʹର͢Δඞཁͳใͷਝɾਖ਼֬ͳఏڙΛతͱ͢ΔऔΓ
Έͱ࿈͢ܞΔɺ9.-ࣜܗʹΑΔࡂใͷڞ༗ɺؔؔػͱͷ࿈ܞΛਪਐ͖ͯ͠まͨ͠ɻ
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ᶆϝογϡσʔλ͕ࣾձΛม͑Δ

　気象庁では、警報・注意報や天気予報など様々

な防災気象情報を発表しています。これらの基とな

る気象の監視・予測データの多くは、地図を等間隔

に区切った網目状に値をもつ「メッシュデータ」です。

　例えば降水量は、地上の雨量計にレーダーによる

観測を組み合わせて、全国を1キロメートル四方（メ

ッシュ）ごとに解析しています。また、過去の雨雲

の動きから、1 時間先までの 5 分ごとの降水の強さ

を予測する「降水ナウキャスト」や、6 時間先までの 1 時間ごとの降水量を予測する「降水短時間予報」も、

同じく1キロメートルメッシュのデータです。平成 25 年度からは、気象庁ホームページで新たに土砂災害

の危険度を 5 キロメートルメッシュで示す「土砂災害警戒判定メッシュ情報」の提供も開始します。

　メッシュデータを用いて、降雨や災害の危険度の分布を図で確認することができます。さらに、ある地

点に注目して時間的な変化を見ることで、その地点で今後の降雨や災害の危険度がどう推移するか確認

することもできます。例えば、降雨予測のメッシュデータで自宅が位置するメッシュを常に監視し、雨が降

り出すおそれがある場合にスマートフォンへ通知するようなことができます。

　また、メッシュデータは他の様々な地理情報と組み合わせることで、災害から身の安全を確保すること

にも役立てることができます。例えば、従来から地方自治体が配布しているハザードマップには、災害の

おそれのある地域や避難所が示されています。雨の降り方や災害の危険度を示すメッシュデータと、ハザ

ードマップに示された情報を組み合わせることで、大雨の際に危険な地域を特定したり、最寄りの安全な

避難所を判断したりすることができます。

メッシュデータのイメージ

コラム  

　࠭ܯࡂռఆϝッγϡใは、࣮ ͼ༧ଌٴگ
Ӎྔにͮجいて、࠭ൃࡂੜのݥةを � キロ
ϝーτϧϝッγϡ͝と֊ڃ表ࣔしͨਤͰす。
　このਤにΑり、࠭ൃࡂੜのݥةのߴい
地Ҭを͓͓ΑͦѲすることがͰきます。　
　ආࠂק、自ओආのஅにࡍしては、この
ใ͚ͩͰはな͘、࠭ܯࡂռ۠Ҭなども߹ͤて૯
߹తにஅするඞཁが͋ります。
　な͓、ར༻に͋ͨͬては、࠭ܯࡂռใ、大
Ӎܯใʢ࠭ࡂʣ、大Ӎҙใは、気象ঢ়گを
૯߹తにஅしてൃ表して͓り、これΒのൃ表ঢ়گ
とҰகしない߹が͋ることにཹҙしてԼ͞い。

࠭ܯࡂռఆϝογϡใ ࠭災ܯռఆメッシュ情報のදࣔྫ（ݝޱࢁ）
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　今では携帯電話やスマートフォンの

GPS 技術を用いて簡単に現在地を取得

することができるため、災害の危険度が

高まった時に、危険な地域にいる人たち

にピンポイントで情報を伝達し、さらに近

くの避難所を教えてくれるようなことが技

術的には可能になっています。

　こうした情報の伝達を支える環境も整

いつつあります。スマートフォンの利用が

急速に拡大し、高速無線通信網の整備

が着実に進むことで、外出先でも自宅と

変わらず必要な情報が得られるようにな

ってきています。将来的には、最新の気

象のメッシュデータを基に溢れた水が低

いところへ向かって流れる様子をシミュレ

ーションするなど、刻 と々変化する災害の

危険度をリアルタイムに計算することが可能となり、位置情報はビルの階層や地下街での正確な位置といった 3

次元で取得可能になることが期待されます。さらに、スマートフォンが、スケジュール帳のデータや日ごろの行動

パターンから、あなたがどこにいて、どこに向かおうとしているかを推測してくれるようになれば、災害のおそれが

ある場合には、その危険性をお知らせするとともに、安全な場所へ向かったり危険を回避するルートを提案して

くれたり、あるいは、しばらくビルの高層階にとどまっていた方がよいといったアドバイスをしてくれるなど、その時々

に応じた最適な行動の判断に必要な情報を提供してくれる、そんな技術が実現することが期待されます。

　昨今の情報通信技術（ICT）では「ビッグデータ」がキーワードになっています。インターネット上には、様 な々

種類のデジタルデータが日々 爆発的に生成されており、異なった種類のデータを組み合わせて解析することによ

り新たなビジネスの創造や便利なサービスの提供に繋がることが期待されています。アメリカでは、2012 年にニ

ューヨークを襲ったハリケーン「サンディ」の接近に際して、公的機関の発表する気象情報や避難に関する情報と、

ソーシャルメディアから抽出した被害情報などを地図上で重ね合わせて見ることができるサイトが立ち上がり、情

報発信の強力なツールとして機能しました。このようなデータ融合の流れは、今後もますます加速していくことに

疑いの余地はありません。

　社会活動から私たちの日常の生活に至るまで、あらゆる活動は気象に左右されています。防災という観点に

限らず、ビッグデータとしてのメッシュデータの活用には大きな可能性があります。ICT の発展によりこうしたデー

タが広く流通することで、我々の想像を超えた多くの便利なサービスが新たに展開され、多くの人が気象情報の

恩恵を受けることができるようになるでしょう。

メッシュデータと様々な地理情報の重ね合わせのイメージ

ϝογϡσʔλ༷ʑͳཧใ͕༰қʹऔಘͰ͖ΔΑ͏ʹͳΓɺͩΕ͕Ͳ͜ʹいͯɺ
ಈͷஅʹඞཁͳใΛεϚʔߦదͳ࠷ʑʹԠͨ࣌͡Λ͓Βͤ͠ɺͦͷੑݥةͷࡂ
τϑΥϯ͕ఏͯ͘͠ڙΕΔΑ͏ʹͳΔɻ
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コラム  
˙:BIPP��+"1"/͕औりΉࡂใʢ:BIPP��+"1"/ߘدʣ

ɾใͷࡌܝ

　:BIPP�� +"1"/Ͱは、ࣾ ձの՝ղܾのͻとͭとして、����͔Β地ൃੜ࣌に地ใを全ϖーδ
Ͱのࡌܝを࢝Ίるなど、ࡂにཱͭαーϏεの։ൃにྗをೖれています。ۙ࠷Ͱは、εマーτϑΥϯͰのα
ーϏεにಛにྗをいれて͓り、ٸۓ地ใ、地ใ、߽ Ӎ༧ใなどをϓッγϡ௨するࡂใ、地ਤ
্にӍӢのมԽを表ࣔする「ӍӢζーϜϨーμー」などをఏڙしています。
　まͨ、地ํ自࣏体とのڠࡂఆをక݁し、ආॴのใを地ਤ্にࡌܝする「ආॴマッϓ」も։࢝し、自࣏
体͔Βのආࠂקආࣔࢦใも����Ն͔Βࡌܝを։࢝する༧ఆͰす。
　౦ຊ大ൃࡂੜ࣌、ఀ ిにΑりςϨϏ、ϥδΦ、ωッτのどれもえないとい͏ঢ়گ、ҰํͰϥδΦ͚ͩ
はえるঢ়گ、ి はͭながΒないがωッτはえるঢ়گなど、༷ ʑなࣄଶがൃੜしましͨ。ͦ こͰ:BIPP��
+"1"/は、࣌ࡂにωッτがえる߹には、࠷大ݶօ͞まにཱͭαーϏεをఏڙしͨいとߟえましͨ。ς
ϨϏϥδΦのସखஈとしてのωッτͰはな͘、ࡂにඋえるͨΊには、ෳのใೖखखஈをͬ࣋て͓͘
ことが大ͩࣄとߟえ、౦ຊ大ࡂҎ߱、ߋにऔりΈをڧԽしています。

ʢ�ʣࡂใとεϚʔτϑΥϯ߽͚Ӎ༧ใʹ͍ͭͯ
　౦ຊ大ޙࡂの、�����݄͔Β、「ࡂใ」とい͏、̔छྨのࡂใʢ地ใ、߽ Ӎ༧ใ、波༧
ใ、気象ܯใ、Րܯใ、์ ࣹઢྔ、ి 気༻ঢ়ܭ、گըఀిʣをεマーτϑΥϯʢJ1IPOF"OESPJEʣ༻ΞϓϦ
ϝーϧͰ৴するαーϏεを։࢝しています。ར༻ऀの現ࡏ地、ઃఆしͨ地Ҭ、͝ࡂとのઃఆʢ地の
、߽ Ӎ༧ใのӍྔʣに͋Θͤて、ར༻ऀにඞཁなใを৴しています。ಛにϢーβー͔Βධなのが、߱
ਫφキャετのσーλをجにし߽ͨӍ༧ใͰす。Ϣーβーが��NN�I、��NN�I、��NN�I、��NN�Iの

̏ Ҏ্ͷ͕ൃੜ͢Δͱ:BIPP��+"1"/શϖʔδʹใ͕ࡌ͞ܝ ΕΔɻ

ӍӢζʔϜϨʔμʔ

ਤ্ʹφΩϟετͷ߱ӍใΛ͢ࡌܝΔ
ӍӢζʔϜϨʔμʔɻ

ᶇݸਓͷχʔζΛ͔ͭΉαʔϏεͷʙ:BIPP��+"P"/ͷऔΓΈྫࣄ

　ICT の進展により、今までになく高度な防災気象情報の作成・伝達・利用が可能とりました。なかでも大き

な変化と言えるのが、気象庁が発表する情報がそのまま利用されるばかりでなく、ネットワーク上に気象情報が

流通することで、様 な々主体による個人レベルのニーズに合ったサービスの創造が期待できるようになったこと

です。このような取り組みをYahoo! JAPAN に紹介いただきました。
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中͔Β௨する߱ਫڧをઃఆすると、ઃఆしͨ地Ҭ現ࡏ地Ͱ、ؒ࣌�Ҏに、ઃఆҎ্の߱ਫڧが༧ଌ͞
れͨ࣌に、ؒ࣌̍ޙࠓのӍの༧ଌを৴します。Ϣーβー͔Βධなは、φキャετの༧σーλをར༻す
るࣄͰ、Ӎが߱るલに৴͞れるϦΞϧλΠϜੑと、ͦ のϢーβーのઃఆ現ࡏ地の߽Ӎ༧ଌのΈが৴͞れる
ύーιφϥΠζੑͰす。ࠓまͰのଟ͘のύιコϯ͚α
ーϏεͰは、全ࠃのใを地ਤҰཡͰࡌܝして、ར༻
ऀが地Ҭなど自にඞཁなใを୳す流れがҰൠతͰし
ͨが、Ӎが߱るલにαΠτͰࡧݕすることはし͘、ར༻
ऀがりͨいのはこれ͔ΒͦのॴͰӍが߱る͔ど͏͔
Ͱ͋り、全ࠃのใはඞཁ͋りまͤΜ。φキャετの༧
σーλと、εマーτϑΥϯのϓッγϡ௨Ґஔใػ
をΈ߹ΘͤるࣄにΑり、Ӎが߱るલに௨するϦΞ
ϧλΠϜੑとύーιφϥΠζੑを࣮現しͨことがຊαー
ϏεのϙΠϯτͩとࢥいます。

ʢ�ʣεϚʔτϑΥϯ͚৴ͰඞཁとͳΔσʔλ
ͦ。ΊΒれますٻますます、ΠϯλーωッταーϏεは、ύーιφϥΠζੑとϦΞϧλΠϜੑが、ޙࠓ　 の߹に
ඞཁと͞れるσーλは、۠ࢢொଜΑりもキロϝッγϡ、̍ؒ࣌୯ҐΑりも̍୯Ґと、ΑりڱいΤϦΞのΑり
いִؒのσーλͰす。まͨ、ͦ こ͔ΒٻΊΒれるۙいະདྷの༧ଌσーλのχーζが͘ߴなるとߟえΒれます。ς
ϨϏϥδΦなどの์ૹͰは、ଟ͘の人にҰ൪ॏཁなใをݶΒれͨؒ࣌Ͱえるඞཁが͋るͨΊ、全体のಛ
を؆ܿにえるใがඞཁと͞れるとࢥいますが、ΠϯλーωッταーϏεͰは、「ࡉԽ͞れͨใ」がٻ
ΊΒれる、とい͏が大きなҧいͰす。
　まͨ、༧σーλとಉ༷に、࣌ࡂにߦಈをࣔࢦするใもとても大Ͱす。�����݄に「ιーγャϧ
࿅܇するආূݕにආͰきる͔をݩと5XJUUFSのใを「ใࡂ」、てͬ࿅」とい͏εマーτϑΥϯを܇ࡂ
を࣮ࢪしましͨ。܇࿅のࢀ、ޙՃऀにͨͬߦΞϯέーτͰは、5XJUUFSに流れるใがଟ͘、ਖ਼ࣜなආ༠ಋの
ใをきͪΜと͚ͮͭݟΒ͔ͬͨとい͏ҙݟが࠷もଟͤ͘دΒれましͨ。࣌ࡂに৴͞れるආࠂקආ
、ແઢなど͔Β৴͞れることがଟ͘ߦࡂ体がཧ͞れ、地Ҭの࣏ொଜなどの自۠ࢢ、とい͏ใはࣔࢦ
σδλϧԽ͞れΠϯλーωッτ্Ͱ৴͞れるྫࣄはまͩまͩগないのが現ঢ়Ͱす。ま֤ͨ自࣏体͝とにใ
がཧ͞れているͨΊに、全ࠃにରԠしͨαーϏεの։ൃがしいとい͏も͋ります。:BIPP�� +"1"/
Ͱは、これΒの՝をղܾす͘、ެ のࣔࢦආ、ࠂקのආ࣌ࡂし、����Ն͔ΒܞใコϞϯζと࿈ڞ
ใを「ࡂใ」「:BIPP�ఱ気ɾࡂ」Ͱࡌܝɾ৴を։࢝する༧ఆͰす。

ʢ̏ʣεϚʔτϑΥϯࡂ͚ใのޙࠓ
߽、きઌの߽Ӎ༧ใの৴ߦている͔ͬは、ར༻ऀがޙࠓ　 Ӎのආ͚ͨφϏήーγϣϯ、ར༻ऀのՈߏ
、ੜ׆圏に͋ΘͤͨαーϏεのఏڙなど、͞ ΒなるύーιφϥΠζԽ、ϦΞϧλΠϜԽがਐΉとߟえΒれま
す。いͣれにしても、૿ Ճするσーλの中͔Β、ͦ の人にใを࠷దԽして৴するࣄがॏཁとߟえ、:BIPP��
+"1"/としてもࡂにඋえるαーϏεの։ൃにऔりΜͰいきͨいとࢥいます。

ࡂใ ࡂใͷ߽Ӎ༧ใ

特集　社会に活きる気象情報

̔छྨͷࡂʹରԠͨ͠ࡂ
ใΞϓϦ

Ҏʹ߽Ӎ͕༧ଌ͞ΕΔؒ࣌1
߹ʹ௨ɻ
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コラム  

　これまͰ気象ใのୡは「マεϝσΟΞ」にґଘしてきましͨ。と͘にใੑとࢹ
֮ੑとい͏ಛ͔Β「ςϨϏ์ૹ」が中心Ͱしͨ。์ ૹとは、ଟ͘の人にಉ͡ใをҰ
੪にୡすることͰ、ӳޠͰは「ϒローυキャετ」といいます。ͦ のయܕが、全ࠃに
���� ΄どࡏするΞϝμε؍ଌ͔Βのσーλをもとにし 「ͨ気象ใ」のఏڙͰ
す。ຊ全ࠃの気象ঢ়گをλΠϧの৭のมԽとしてຖ࣌のχϡーεͰҰཡͰきることは、
ま͞にςϨϏとい͏ϝσΟΞがͭ࣋ಛੑをੜ͔しͨใఏڙखஈとして、ͪͨࢲのੜ׆
にし͔ͬりఆணしています。し͔し、ใのղ૾とい͏Ͱは��LNϝッγϡの࣌�
ͦ。৽Ͱすߋؒ のղ૾Ͱは表現Ͱきない現象もଟʑ͋ります。
　現ࡏ、気象ใは֨ஈにͦのղ૾とใߋ৽සを૿し、ਫ਼の্がਤΒれてき
ましͨ。ͨ とえ気象Ϩーμーのใは、�ᶳϝッγϡのղ૾のใが � ͝とにߋ

৽に͞れます。ൃ ৴͞れるใྔをΞϝμεとൺֱすると、��ʷ�� �̫�ʹ���� ഒになるのͰす。これはैདྷ
のマεϝσΟΞͰୡͰきるใྔのݶքをえています。いい͔えれ、こ͏しͨଟྔのใをୡͰきる৽
しいϝσΟΞのඞཁੑがߴまͬているのͰす。
　マεϝσΟΞもมԽしています。ςϨϏも地্波σδλϧにҠߦし、ఏڙͰきるใྔは̏ഒとなり、σーλ
์ૹも࢝まりましͨ。σーλ์ૹを௨して、は̏ؒ࣌͝と、こ͏�िؒは�͝とに、自のりͨい地
Ҭの気象ঢ়گをいͭͰもることがՄとなりましͨ。ಉ͡ことはύιコϯͰもՄͰ、༣ศ൪߸୯ҐͰ気象
ใをることがͰきるΑ͏になりましͨ。ཱྀ ཱྀ、にはࡍըするܭをߦ ઌの気ީをる্Ͱ大ม༗ޮなใݯになͬ
ています。こ͏しֵͨ৽のഎܠには *$5 のൃୡが͋ります。ΠϯλーωッτにͭながͬͨςϨϏύιコϯは、
これまͰのҰํతなϒローυキャετใͰはな͘、ํコϛϡχέーγϣϯखஈとਐԽし、ఏ͞ڙれる
ଟྔな気象ใの中͔Βར༻ऀが自自のχーζにԠ͡て、ඞཁとする地Ҭの気象ใ͚ͩをೖखすることが
ͰきるΑ͏になりましͨ。
　し͔し、ͦ れͰもऔり͞れている人ʑがいます。ͦ れはҠಈしている人ʑͰす。σーλ์ૹύιコϯはج
ຊతにݻఆしͨॴͰの༻をఆしている͔ΒͰす。/),のੜؒ࣌׆ௐࠪにΑれ、ͪͨࢲは௨ۈɾ௨ֶに全
Ͱฏۉฏࠃ � ͦ。Ҏ্をඅしていますؒ࣌ れҎ֎にもϓϥΠϕーτに֎ग़ཱྀߦなどͰ、֎をҠಈしてい
るؒ࣌は͔なりなؒ࣌になります。ೃછΈのないॴͰ、ٸに気象のมԽにݟΘれるなど、Ҡಈ中こͦ気象
ใはඞཁとなる߹もগな͋͘りまͤΜ。ͦ のΑ͏な߹にどのΑ͏にすれ気象ใをಧ͚ることはՄͰ
しΐ͏͔。えは(14ܞଳをͬ࣋ていれՄͰす。
　(14 ܞଳとはࣖ׳れないݴいํͰすが、ཁはεマーτϑΥϯの地ਤػͰ͋り、ৗ࣌ଓܕのΧーφ
ϏのことͰす。いͣれも (14 Ӵと௨৴しながΒ自の現ࡏҐஔをೝࣝして、地ਤ্に自のҐஔを表ࣔし、
ಓҊするֻ͚Ͱす。�
　(14 ܞଳを͏と͞ま͟まなことがՄͰす。ྫ を͋͛れ、ٸۓ地ใͰす。地のඃが༧
͞れる地Ҭに͚ͩ地波の౸ୡલに地ൃੜをΒͤるٸۓ地ใのଘࡏは౦ຊ大ࡂͰଟ͘の人にೝࣝ
͞れましͨ。まͨ、ؒ࣌�に��ϛϦҎ্のӍྔが��ޙに༧͞れるं྆にରして、ҙىשのใをఏڙす
るαーϏεを࣮༻Խしている自ಈंϝーΧーも͋ります。
　こ͏しͨ自ͨͪにとͬてࠓඞཁとなるきΊの͔ࡉいใを、Ҡಈ中の人にもಧ͚ることがͰきる *$5 の
Έを「マΠクロϝσΟΞ」と໊͚ましͨ。ͦ してマΠクロϝσΟΞは気象ใをୡするこれ͔Βのओ体とな
るϝσΟΞʢʹୡํ๏ʣͰ͋るとͬࢥています。これを׆༻しͨ৽しいใαーϏεはٕज़తにはすͰにՄ
Ͱす。͞れͨ՝は੍のඋͰす。ͦ のҙຯͰもΠϯλーωッτ্のใをࣾձが࣍�ར༻するࡍのج४の
උがٸなのͰす。

˙ϚΠΫϩϝσΟΞαʔϏεのීٴΛΊͯ͟͠
तڭ　ॴ　ྛ　य़உڀݚࡂେֶ　ژ　

ᶈ *$5ͷظͱ՝

　ICT が実現する防災気象情報の新たな利用への期待ついて、京都大学防災研究所の林　春男教授にご寄

稿いただきました。
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特集　社会に活きる気象情報

　東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センターの田中　淳センター長には、防災気象情報に与えら

れている課題についてご寄稿いただきました。

　気象庁では、気象や地震等の技術的な事項だけでなく、社会活動の変化に伴う防災気象情報のあり方と

いった事項についても、検討会の開催等を通じて学識経験者や関係機関のご意見を伺いながら、業務の高

度化に取り組んでいます（トピックス４（１）参照）。ICT の進展についても、その動向にあった対応となるよう、

関係者との連携に努めます。

コラム  

　ใ௨৴ٕज़のൃలは、気象ிがൃ表するࡂใੜ׆ใを大き͘มえてきて
͓り、ޙࠓも大き͘มえてい͘ことはؒҧえのないことͰしΐ͏。これまͰ、छʑの自
然現象を༧ଌすること、ͦ の༧ଌの݁Ռをえるとい͏面Ͱ、ใ௨৴ٕज़はݙߩし
てきましͨ。ͨ とえ、ٸۓ地ใは、ॲཧٕज़の্とୡٕज़の্ൈきには
ఏ͞ڙれえな͔ͬͨใͰ͋り、ཽ ҙใのൃ表も、υッϓϥーɾϨーμーのඋר
と大気のঢ়ଶのղੳٕज़ൈきにはൃ表することはͰきな͔ͬͨͰしΐ͏。
、にܠใにଟ͘のをूΊるΑ͏になͬͨのは、これΒのٕज़ൃలをഎࡂ、ۙ࠷　
ఏڙͰきるใがग़てき͔ͨΒͰす。ͨ ͩ、これ΄どまͰにࡂใが͞れるΑ
͏になͬͨのは、ٕ ज़のൃల͚ͩͰは͋りまͤΜ。ຊのࡂରࡦが面しているࡂ
ൃ、が ੜするසはいがۃΊて大نな͔ͩࡂΒͰす。これまͰのྺ࢙をͭ࣋
͋、ઃඋͰࢪ るఔのنのࡂがൃੜしても、ੜ໋࢈ࡒにඃをड͚ͣにすΉ

Α͏になͬてきましͨ。し͔し、ࢪઃඋܭըをえるࡂは現࣮にൃੜしえます。ま͞に౦ຊ大ࡂは、
ൃੜするසはいがۃΊて大نなࡂが、現࣮にൃੜし͏ることをզʑのにま͟ま͟と͚ͨͭͤݟのͰ
す。ͦ れ͚ͩに、ࢪઃ͚ͩͰ෧͡ࠐΊるରࡦҎ֎の、ආڭࡂҭを௨ͨ͡ආ地ར༻といͬͨରࡦの
ඞཁੑが͞れるΑ͏になりましͨ。このආのػܖとなり、ޙ࠷のޙԡしをするのが気象ܯใのࡂ
ใ͔ͩΒこͦ、大きなظとをूΊているとݴえます。
　ใ௨৴ٕज़のൃలは、気象ใのੜ࢈、ୡ、ར༻のいͣれのଆ面に͓いてもԻとなりえます。し͔し、
ଌ͔Βใをऩूする؍Ͱす。ୈ�に、ऩूγεςϜの੬ऑੑͰす。ଟ͘の࣮ࣄの՝が͋ることも͔ͭز
γεςϜは、面తに͘するͨΊ、࠭ҠಈఀిなどのӨڹをड͚す͘、ൃࡂੜ࣌の、し͔もඃ
のܹしい地のใがܽଌとなͬͨྫࣄはえきれまͤΜ。これは、気象γεςϜ͚ͩͰはな͘、༷ ʑなϞχ
λϦϯάɾγεςϜڞ௨の՝Ͱす。
　ୈ�に、ୡ面Ͱݴえ、ใ௨৴ٕज़のద༻γεςϜは、ి ྗと௨৴のػঢ়گにґଘします。نが大
きなࡂͰは、ఀ ిしͨり、௨৴がཧతにඃをड͚ͨり、しͨりします。ͨ とえ、ઋࢢͰ自
に大きなඃをड͚ͣ、ආもしな͔ͬͨ人Ͱも、౦ຊ大ൃࡂੜにΠϯλーωッτをえͨのは�ˋ、
�ͨͬても�ׂの人はえまͤΜͰしͨ。もͬとも大ࣄなؒظにえな͔ͬͨとい͏࣮ࣄは、ਅにड͚ࢭ
Ίな͘てはなりまͤΜ。
　これΒの՝は、いͣれはٕज़తにվળ͞れ、ղܾ͞れてい͘ことͰしΐ͏。もͬともし͘、ղܾしな͚
れなΒないは、ࡂใの׆༻をਤることͰす。༧ଌにはෆ࣮֬ੑがͭきまと͏ことはආ͚ΒれまͤΜ。
どれ͚ͩਫ਼が্がͬても、ෆ࣮֬ੑをআڈすることはͰきまͤΜ。まして、ස大نࡂをର象にٞ
するݶり、ར༻ऀに体ݧをظすることはͰきまͤΜ。これまͰのڀݚの͔ݟΒݟると、ᾜʣաڈの໊ࡂに
Ίることに༗ޮͰはない、ᾞʣϨϕϧߴをײഭۓは͋まりߋใ໊শのมܯΊる、ᾝʣߴをײഭۓすることはٴݴ
が͋がͬͨとい͏現象のಈきをࣔす表現は༗ޮͰ͋る、ᾟʣใ͚ͩͰはな͘、ͨ とえচ্ਁਫといͬ
ͨඃをΠϝーδͰきる表現が͚ՃΘるとۓഭײが༗ҙに૿す、といͬͨをࢦఠͰきます。ใ௨৴ٕ
ज़のൃలは、֬ ࣮にఏڙՄなใを૿し、ͦ のਫ਼を্ͤ͞、地Ҭతղ૾を্͛ることͰしΐ͏。ͦ
のことは、ݸʑの気象ใにରして͚ͩͰはな͘、気象ใ全体のΈに、ར༻ऀの׆༻͔ΒΈͨใੜ࢈
༰と表現とをөͤ͞ることがٻΊΒれます。

Λࢹの༺׆ใશମのΈʹརؾ˙
　౦ژେֶେֶӃใֶ　૯߹ࡂใڀݚηϯλʔ　
　ాத　३　ηϯλʔ　
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（３）新たな気象サービスの創造に向けて
ᶃ気象ใͷωοτϫʔΫ্ Ͱͷྲྀ௨ଅਐʙ9.-ిจͷϗʔϜϖʔδΛ௨ͨ͡ެ։

　近年、ICT 技術の発展やソーシャルメディアの普及が進む中で、より幅広い情報を、汎用性の高い形

で公開することへのニーズが高まっています。また、平成 24 年７月に「電子行政オープンデータ戦略」が

策定され、政府全体として公共データのより幅広い公開と利活用を推進する方向性が示されました。

コラム  

　౦ຊ大ࡂͰは、ใのԣの࿈ܞの
ॏཁੑがվΊてೝࣝ͞れましͨ。ྫ え、
࣌ࡂにߦのอ༗するආॴใなど
のؔࡂ࿈ใを地ਤσーλをར༻し
て͘周ͤ͞Α͏としても、σーλのܗ
ࣜのͰ人खにΑͬて࠶ೖྗしな͚れ
い͚ないなど、ใのूೋ࣍ར༻
にଟ͘のؒ࣌とखؒがඞཁと͞れるέー
εが͞ݟࢄれましͨ。
　このͨΊ、現ࡢ、ࡏ݄̓に*5ઓུຊ෦
Ͱܾఆ͞れ Φーϓϯσーλઓߦࢠిͨ」
ུ」にͮجき、ެ σーλをΑりར༻しڞ
す͘するͨΊのݕ౼がߦΘれています。
　このݕ౼の中Ͱ、૯লは、をえ
ͨσーλの流௨ɾ࿈ܞɾར׆༻をޮՌతに
࣍ೋࣜܗΊにඞཁとなる、σーλͨ͏ߦ
ར༻にؔするϧーϧのཱ֬のͨΊの࣮
。ていますͬߦをݧ࣮ূ
　ྫえ、ެ し࣮ͨূ࣮༺׆௨ใをަڞ
Ͱは、ෳのమಓόεのϦΞϧλΠϜݧ
なӡߦใが׆༻ՄとなることͰ、࣮ ࡍ
のԆใをྀߟしͨ࠷దなϧーτҊ
のαーϏεが࣮現Ͱきることをূݕして
います。まͨ、ࡂɾؔࡂ࿈ใを׆༻し
Ͱは、ϦΞϧλΠϜの༷ʑな気ݧ࣮ূ࣮ͨ
象σーλと地ํެஂڞ体がఏڙしている
ϋβーυマッϓのใとをಉ͡地ਤ্Ͱ
Έ߹ΘͤることʢマッγϡΞッϓʣͰ、ॅ ຽのආ地ํެஂڞ体のߦஅにཱてΒれるΑ͏なใのެ
։ɾར׆༻にͭいてূݕしています。気象ிは、この࣮ূ࣮ݧに͓いて、気象σーλのఏڙにྗڠしています。
࣮、ޙࠓ　 ༷、にཹまΒͣݧ࣮ূ ʑなެڞσーλがར༻しすいܗͰެ։͞れることにΑり、気象σーλにͭい
ても、༷ ʑなのσーλとΈ߹Θ͞れ、ࡂʑのΒしの中Ͱ、ै དྷͰは૾Ͱきな͔ͬͨܗͰ׆༻͞
れることがظ͞れます。

૯務ল࣮ূ࣮ݧ（ྫ）

ग़యɿ૯ল࡞成ࢿྉ

˙ΦʔϓϯσʔλઓུのਪਐʹΑΔ৽αʔϏεの
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コラム  

ଆもΦーϓऀڙれてこͦΦーϓϯԽしてい͘ҙٛが͋ります。ఏ͞༺׆Ͱܗσーλは、ར༻ऀに༷ʑなڞެ　
ϯԽのҙٛをཧղͰきて、は͡ΊてΦーϓϯԽがଅਐ͞れます。
このͨΊ、Φーϓϯσーλઓུのਪਐにͨͬては、ެ すれྫえこ͏い͏৽ͨなΞϓϦέー༺׆σーλをڞ
γϣϯがੜまれるといͬͨྫࣄを։ൃし、ΦーϓϯԽのϝϦッτがར༻ऀにݟえるܗにしてい͘ことʢՄࢹԽʣが
ॏཁͰす。
　「ϋッΧιϯ」とは、ͦ し͏ͨΦーϓϯԽのϝϦッτのՄࢹԽをͨ͏ߦΊのΠϕϯτのことͰ、「ϋックʢIBDLʣ」と
「マϥιϯʢNBSBUIPOʣ」をΈ߹ΘͤͨޠͰす。۩体తには、ಛఆのσーλをର象にςーマをܾΊてظ
ʢؒྫえ̍ʣͰ։͞࠵れるものͰ、ࢀՃऀはෳのチーϜに͔れて、࣮ ߦを࡞にΞϓϦέーγϣϯのࡍ
います。
��݄�には、ଟ͘の人にとͬࡢ　 てۙͰ͔りすいとい͏؍͔Β、気象σーλをର象としͨϋッΧι
ϯが、Φーϓϯσーλ流௨ਪਐコϯιーγΞϜのओ࠵ͰߦΘれ、��໊がࢀՃし、ςーマผに̒ チーϜに͔
れてݕ౼͞れましͨ。気象ிは、このΠϕϯτにࢀՃするとともに、気象σーλをఏڙしましͨ。まͨ、ϋッΧιϯ
の։࠵にઌཱͪ、༷ ʑなΞΠσΞをدͪ࣋り、͓ し͋͏Πϕϯτ「ΞΠσΞιϯ」ʢ「ΞΠσΞʢJEFBʣ」౼ݕいにޓ
と「マϥιϯʢNBSBUIPOʣ」をΈ߹Θͤͨޠʣが'BDFCPPL্Ͱ ϲ݄̍ؒߦΘれ、��Ҏ্のΞΠσΞが
ग़͞れましͨ。
もこޙࠓ　 し͏ͨΠϕϯτを௨͡て、ެ 。͞れますظ༗͞れることがڞσーλのΦーϓϯԽのϝϦッτがڞ

気象σʔλɾΞΠσΞιϯʗϋοΧιϯ

࠵σʔλɾΞΠσΞιϯʗϋοΧιϯの։ؾ˙

ຬͪҾきϚοϓ

ΈΜͳのڕ

ΈΜͳのొࢁه

झຯ ͦのଞ

ਓݸ

ަ通൚༻

༧

ศར

ଞσーλͱのൺֱ

աڈのσーλੳ

؍ ɾޫҬ

ೋൺֱ

αーϏス͚ۀا

าߦσーλとの࿈ܞ

おચ୕:�/෦͠ׯ:�/
৹ஂ

2ۀ��

ҿ৯ళけؾใ ಉ݄ಉ߱ਫ֬

ೋࢢ間ൺֱπーϧ

Ӎஉ・ӍঁνΣοΧー

おؾݩ༧ใ

ੜきͯるՐࢁਤؑ

ਫϚοϓף

ΩπωのՇೖΓϩέーλー

΄ΜとにٿԹஆ化ʁ

աڈのେࡂ

େੲ͔ΒのؾԹม化

ใとौ༧ଌのؾ
ϚογϡΞοϓ

ަ௨ӡߦ༧ใ

Ұਓউͪࢠのଉࢣړ
おఱؾ༧ήーϜ

ఱؾ༧ใのَ

༧ήーϜؾ

Ֆค֬༧ใ

動২けఱؾ༧ใ

౷ܭσーλϕーεと
ܞσーλの࿈ؾ

ࡂใ9.-の׆༻

�EBUB�PO�UIF�.BQؾ

Ϛοϓऀױٸٹผگঢ়ؾ

ఱؾとిྗফඅྔ

ਫྗൃిと߱ਫྔ

ίーϧηϯλーにͤدΒΕる
࣭とؾσーλのؔ

ఱީとථ

ࣄ のؔؾとނࣄ݅・

ࠜઇのՄࢹ化

զ͕ொの
のग़・のೖΓ

σーλؾҊとޫ؍

ఱީ�νΣοΧー

特集　社会に活きる気象情報

21



特
集
特
集

　気象庁では、警報等の様々な情報を気象庁防災情報 XML フォーマット形式の電文データ（XML 電文）

として防災機関に提供するとともに、民間気象業務支援センターを通じて民間事業者等に提供すること

で、広く国民に伝えてきました。さらに、府省横断的なオープンデータへの取り組み等の近年の動きを踏

まえ、気象情報の利活用の推進を図るために、気象庁ホームページを通じた XML 電文の公開を平成 24

年 12 月より開始しました *。これにより、汎用性が高く情報の加工等が容易な XML 形式の気象情報が

インターネットを利用して誰でも入手できるようになり、気象情報利活用の裾野がより拡がることが期待さ

れます。現在、ホームページを通じた XML 電文の公開は試行的な運用として実施していますが、利活用

の状況等を確認しながら本格的な運用に向けて課題の整理を進めていきます。

* http://xml.kishou.go.jp/open_trial/index.html　

ᶄ৽ͨͳ気象αʔϏεͷʹ͚ͯ

　これまで見てきたように、ICT を活用した新たな気象サービスが始まっています。このようなサービスに

より、今まで以上に防災気象情報が一人ひとりに直接的に活用され、避難行動の支援といった形で国民

の安全につながることが期待されます。また、自治体や防災関係機関でも、最新の ICT を取り入れたシ

ステムにより、防災情報等を伝達し、住民に知らせています。

　さらに、前ページで紹介したアイデアソン・ハッカソンといった活動にみられるように、ICT の進展により、

新たな主体が、新たなサービスを産み出す可能性が広がりました。また、ネットワーク上に流通している様々

なデータを統合・分析して、あらたな価値を生み出す試みが進められています。

　気象庁では、社会のあらゆる場面で気象情報が利活用されるような環境の充実に向けて、今後も最新

の情報通信技術を活用した情報の作成・伝達、また、メッシュデータ（（２）④参照）のような新たな情

報の開発に取り組みます。さらに、様々な主体によって新たな気象サービスが創造され、国民がそれを享

受できるよう、気象情報の流通と利活用の促進に、より一層努力いたします。
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コラム  

　気象ிͰは、ఱ気༧ใܯใのଈ࣌తなใ͚ͩͰはな͘、ʑの気象؍ଌσーλにͭいても、
ར׆༻のଅਐをਤͬています。
ྫ、քに͓いてはۀ࢈　 えళ಄
Ͱのചり্͛が気ީのӨڹを大き
͘ड͚ることがೝࣝ͞れていまし
ͨが、ͦ のӨڹをఆྔతにੵݟも
ることはこれまͰ͋まり࣮͞ࢪれ
ていまͤΜͰしͨ。気象ிが༷ʑ
なۀ࢈のຽؒٴۀاͼ自࣏
体をର象に࣮ࢪしͨΞϯέーτ݁
ՌにΑると、気ީσーλがར༻しͮ
ΒいこともҰҼͰ͋ることがΘ͔
りましͨ。
　ͦのͨΊ、気象ிͰは、༷ ʑな࢈
のఆڹに͓いて気ީのӨۀ
ྔతなධՁにར༻してい͚ͨͩるΑ͏に、ฏ��ʢ����ʣ�݄にաڈの気象σーλをࡧݕしてར
༻しすいࣜܗͰμϯローυͰきるػを気象ிϗーϜϖーδに৽ͨに։ઃしましͨ。このػͰ
は、気象؍ଌσーλのೖखのΈなΒͣ、ࡢとのࠩ、աڈ�ฏۉとのࠩ、ࢦఆしͨを্回ͬͨ
、ར༻ऀのඞཁにԠ͡て༷ʑな౷ࢉܭܭを؆୯にߦい、ͦ の݁ՌをμϯローυͰきます。
　このσーλを׆༻することにΑͬて、ചり্͛と気Թとのؔをௐる、ࣾ ձ׆ࡁܦಈにରして気
ީのมಈが༩えるӨڹをఆྔతにѲすることがՄになります。ͦ の݁Ռをقઅ༧ใの༧ଌσー
λとΈ߹Θͤて༻いるこ
とにΑり、気ީのมಈにΑる
ചり্͛のӨڹをখ͘͞
するରࡦʢ気ީϦεクཧʣ
をとることがͰきるΑ͏にな
ります。
　気象؍ଌσーλをར༻し
ͨ気ީϦεクཧをଅਐす
るͨΊ、気象ிϗーϜϖーδ
には、気ީϦεクཧのߟえ
ํ࣮ྫもհしͨαΠτ
「気象ใを׆༻して気ީの
ӨڹをܰݮしてΈまͤΜ
͔ʁ」も͋Θͤて։ઃしまし
ͨ。気象ிͰは、ޙࠓも、気
ީσーλར༻ऀのࢹにཱ
ͬてใのఏڙをਐΊてい
きます。

աڈͷ気象σʔλͷࡧݕɾμϯϩʔυͷը໘ྫ

ڙଌσʔλのఏ؍ؾϦεΫධՁのͨΊのީؾ˙

ʮ気象ใΛ׆༻ͯ͠ 気ީͷӨڹΛܰͯ͠ݮ ΈまͤΜ ʁ͔ʯͷϝΠϯϖʔδ

IUUQ���XXX�EBUB�KNB�HP�KQ�HNE�SJTL�JOEFY�IUNM

IUUQ���XXX�EBUB�KNB�HP�KQ�HNE�SJTL�PCTEM�JOEFY�QIQ

特集　社会に活きる気象情報
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　「このౙはפい日が続いたため、コンビニエンスストアではおでんのചり上げが調だった。」といった

ニュースが流れることがあります。気温や日照時間等は、人々の日常の生活に大きく影ڹします。また、天

気予報をはじめとする気象の予測情報や観測データは、産業活動においても重要な役割を演じています。

ここでは、人々のより良い暮らしや産業での活用という視点で、気象情報の可能性について紹介します。

 ੜՄΤωϧΪーと気象情報࠶（１）
ᶃ࠶ੜՄΤωϧΪʔͷීٴͱ気象ใ

　ଠཅ光、水力、風力などのエネルΪーは、一度利用しても比較的短期間に࠶生が可能で、資ݯがރ

ׇしないエネルΪーであるため 「࠶生可能エネルΪー」といわれます。これら࠶生可能エネルΪーの導入

が、様々な主体によって進められています。ଠཅ光や風力等による発電は、次の２つの点で気象情報と

密接に関わっています。

　第一に、ଠཅ光や風の強さはどこでも同じではありません。このため、ଠཅ光や風力等による発電に

適した場所を選Ϳ際は、設置場所の気象条件を考ྀする必要があります。

　第二に、ଠཅ光や風力等による発電では、気象条件の時々刻々の変化による発電量の変動があります。

発電所から送電線、変電所等の設備を経て、ध要の現場まで電力がಧけられる過程の全ての要ૉを組

み合わせた「電力ܥ統」を安定運用させるためには、発電量とध要量をバランスさせる必要があります。

このため、࠶生可能エネルΪーによる発電においては、気象情報を用いた発電量の正確な予測が必要と

なります。

ᶄൃిઃඋͷඋʹ༻いΒΕΔ気象ใ

　気象庁のアメダス等による全天日

ࣹ量や日照時間、風向・風速の観

測値は、発電施設の適地選定や発

電事業者が自ら行った気象観測の検

ূに利用されています。また、長期

間にわたる観測データがे分に得ら

れない༸上に施設を整備する場合な

どには、観測データとシミュレーショ

ン技術を用いて作成した気象やւ流

のメッシュデータが活用出来ます。

෩ྗൃిॴ

୶࿏ౡ෩ྗൃిॴ
ࣸਅఏڙɿؔిྗࣜגձࣾ

� ら͠ۀ࢈ʹཱͭ気象情報
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ᶅଠཅޫൃిͷൃిྔ༧ଌ

　気象研究所は、平成 22 年度からଠཅ光発電に関する研究を（ಠ）産業技術総合研究所、東京大学、

会と共同で実施していますڠ日本気象（ࡒ一）、ෞ大学ذ *。

　この研究では、ଠཅ光発電を他の発電方法（火力、水力、原子力等）と組み合わせて電力システムを

構成した場合のシミュレーションが行われています。シミュレーションに用いる発電量の予測の基ૅとなる

のは日ࣹ量の予測です。日ࣹ量の予測値は、毎日の天気予報を作成するための基ૅとなっている「数値

予報モデル」（スーパーコンピュータで将来の大気の状ଶを予測する技術で、詳しくは 1 ෦ 2 章 1 節参照。）

を用いて計算しています。気象研究所は、日ࣹ量の予測精度の向上とともに、予測の精度やࠩޡの特

を明確にするためのվ良・開発を担当しています。日ࣹ量の予測値は、工学的な処理によって発電量予

測に変換されます。シミュレーションの結果から、日ࣹ量の予測精度が向上することにより、火力発電で

用いる೩料を節約した発電計ըで電力システムを運用できるため、発電コストが低下することが明らかに

なってきました。

「ൃి量ਪఆと予ଌٕज़」のڀݚの֓೦ਤ

ʮ༧ใϞσϧʯͰ͞ࢉܭΕΔࣹྔͷ༧ଌ͕ɺଠཅޫʹΑΔൃిྔ༧ଌͷૅجͱͳͬͯいま͢ɻ͜ͷൃిྔ༧ଌはɺిྗγεςϜͷγϛϡ
ϨʔγϣϯͳͲʹར༻͞Εま͢ɻ

�（ಠ）৽ΤωϧΪʔɾ࢈業ٕज़૯߹։ൃ（%0&/）ߏػͷެืϓϩδΣΫτʮଠཅޫൃిγεςϜੈ࣍ੑߴٕज़ͷ։ൃʯ（ฏ 22ʙ 26 ）
Λߏ͢Δ 6ͭͷ՝தͷʮൃిྔਪఆͱ༧ଌٕज़ʯͷҰͱͯ͠औΓΜͰいま͢ɻ
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（２）ిྗधཁ༧ଌதରࡦと気象情報 
ᶃ気象ใΛ׆༻ͨ͠ిྗधཁ༧ଌ

　東日本大震災以降、Ն期やౙ期に広く節電が求められました。気温をはじめとする気象条件は電力ध

要に大きく影ڹします。従来、電力会社は、天気予報やि間予報を電力ध要予測に利用していましたが、

電力धڅのひっ迫がݒ೦される場合、対策の検討や४備のために出来るだけૣい段階からध要見通しが

必要となります。このため気象庁は、資ݯエネルΪー庁及び電気事業連合会からの要に基ͮき、平成

24 年のՆ期と同年末からཌ年はじめのౙ期において、異常天ީૣ期警戒情報（次ページコラム参照）を

活用した２ि目の気温予測値を同連合会に提供しました。電力会社は、この予測値を利用して２ि目の 

「でんき予報」を作成し、ホームページで公表しました。

ᶄதରࡦʹؔ͢Δ気Թ༧ଌใ

　気象庁では、中への注意の呼びかけとして、ཌ日ຢは当

日を対象とした「高温注意情報」、向こう１ि間を対象とした「高

温に関する気象情報」、5 ʙ 14 日後を対象とした「異常天ީૣ期

警戒情報」を発表しています。これらの情報の中で、水分のこ

まめなิڅ、ྫྷ の適切な利用等の具体的な中対策を示し、

コラム  

　ؔిྗͰは、ฏ��のՆに�回のઅిの͓ئいをͤ͞ていͨͩきましͨ。こ
れは、౦ຊ大͓ࡂΑͼౡୈҰిൃྗࢠݪॴのނࣄをड͚て、ఆࠪݕظ中のݪ
ి、௨しがཱͨないこと͔ΒݟՔಈの࠶ॴのిൃྗࢠ ྗधڅঢ়گがݫし͘、Ҭతな
ఀిを回ආͰきないՄੑが͋ͬͨͨΊͰす。Ͱきる͚͓ͩ٬͞まのෛ୲をগな͘અ
ిしていͨͩͨ͘Ίには、͋ Β͔͡Ίܭըがඞཁとなるઅ ʢి ɿྫۈγϑτのมߋʣと
ؒظͰ࣮ࢪՄなઅ ʢి ɿྫΤΞコϯのఀࢭʣを্ख͘Έ߹Θͤていͨͩ͘ことが
ॏཁͰ͋り、͓ ٬͞ま͔Βも、४උؒظが�िؒ͋れ、ରԠͰきるઅిࡦࢪが૿え
る、との͝ҙݟをͬて͓り、�िʢཌʑिʣのधݟڅ௨しをެ表するχーζがߴまͬ
てきましͨ。
　し͔しながΒ、ి ྗधཁに大きなӨڹを༩える気Թなどの気象ใにͭいては、気

象ிຽؒ気象ձࣾに͓いてもिؒఱ気༧ใΑりઌはฏۉ気Թの֬ใし͔な͔ͬͨͨΊ、ి ྗधཁの༧
に׆༻することはࠔͰしͨ。ͦ こͰ、気象ிとి気ۀࣄ࿈߹ձ͓ΑͼిྗձࣾͰ૬ஊし、�िのͦれͧれの
のఱ気༧ใを͏ߦことのし͞をڞ༗しながΒ、͓ ٬͞まのχーζに߹ͬͨిྗधཁの༧ͦのͨΊにඞ
ཁとなる気象ใにͭいてٞをॏͶましͨ。͓ ٬͞まに͓いて�िのઅిのऔΈの҆としていͨͩͨ͘
Ίに、ి ྗձࣾはͰΜき༧ใͰ�िの࠷もݫしいのधڅঢ়گをެ表することとし、気象ிに�िの「ؒظ
中のߴ࠷気Թのߴ࠷」を༧するख๏をߏஙいͨͩき、ࡢՆのͰΜき༧ใ͔Βެ表することがͰきましͨ。
。して͓りますظにͭいてͦのڙͰきる気象ใのఏ༺׆にۀ࢈、とも、気象ிにはޙࠓ　

͍ͯͭʹिのʮͰΜ͖༧ใʯ̎ͨ͠༺׆ใΛؾ˙

ؔిྗࣜגձࣾɹ
ిྗྲྀ௨ۀࣄຊ෦ɹ
ըάϧʔϓϚωδϟʔɹܭిڅ
ɹྗాࢁ

最 ɾ最気Թ予ਤߴ
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注意をש起しています。これらに加え、電力धڅひっ迫時には、より一層気温の情報が重要となること

から、「最高最低気温分布予想図」の提供を平成 24 年７月より開始しました。これは、全国を20 キロメ

ートル四方の格子に分け、ཌ日または当日の最高・最低気温の予想を地図上に表示するもので、気象庁

ホームページに掲ࡌしています（「天気分布予報」にリンクがあります。）。

コラム  

　気象ிは、िؒఱ気༧ใΑりઌʢ�िؒޙま
ͰʣにؒҎ্ଓ͘ஶしいߴԹԹの
ռܯظͼ͔͚る「ҟৗఱީૣݺにظռをૣܯ
ใ」をฏ��ʢ����ʣ�݄Αりൃ表して
います。このใは、ఱީのӨڹをड͚すい
ؔػؔۀを中心に׆༻͞れていますが、
ઇରࡦの׆༻に͚て、ฏ��ʢ
����ʣ��݄Αり、߱ ઇにରするܯռのݺ
ͼ͔͚を৽ͨに։࢝しましͨ。
　大نなภ෩のऄߦにい、ڧいפ気が
্ۭに流れࠐΜͰౙܕの気ѹஔとなるが
ଓ͘と、ຊ海ଆの地ҬͰはまとまͬͨઇが
Ҏ্にΘͨͬて߱りଓきます。֓ Ͷ�िؒޙ
͔Βの̓ؒをର象とし 「ͨԹにؔするҟৗ
ఱީૣܯظռใ」をൃ表するࡍに、ຊ海ଆ
を中心としͨ地Ҭをର象に、̓ؒ߱ઇྔがฏ
Αり͔なりଟ͘なると༧͞れͨ߹、߱ ઇ
にؔするใをՃし、ҙをݺͼ͔͚ていま
す。
　߱ઇがଟ͘なると人ʑのৗੜ׆に大きな
Өڹが現れてきますが、すͰにੵઇがଟ͘なͬ
ている߹には、ͦ の͞ޙΒにੵઇが૿えるこ
とにΑͬてӨڹがਙ大となります。
ใɾҙใఱ気༧ใとともに、ຊใをܯ　
༗ޮに׆༻していͨͩき、ಓ࿏ࠜઇの
ఆ、ࡦըのܭલࣄɾࢪのআઇഉઇの࣮ظૣ
͞、などࢭれંࢬڧઃのิࢪۀ ま͟まな
ઇにରするରࡦにཱてていͨͩきͨいと
。えていますߟ

߱ઇʹؔ͢Δใൃදͷର象Ҭ

˙ҟৗఱީૣܯظռใの֦ॆ

ࠜઇͷআઇͷޙͷ༷ࢠ
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コラム  

　ΞύϨϧɾϑΝッγϣϯڠۀ࢈ձͰは、気象ிとڞಉͰ気
ީใのར׆༻にݕ͚ͨ౼をਐΊています。これまͰ、
ΞύϨϧɾϑΝッγϣϯۀքͰは、ళ಄Ͱのചり্͛には気
ީが大き͘Өڹしていることが҉のཫにʠۀքのৗࣝʡ
となͬて͓り、まͨ、ల։にऔりೖれていましͨ。し͔
しながΒ、これΒのʠৗࣝʡは౷తにड͚ܧがれていͨも
のͰ͋り、ఆྔతなධՁがな͞れていͨΘ͚Ͱは͋りま
ͤΜ。֤ ࣾのӦۀマーέςΟϯά୲ऀは、このʠৗࣝʡ
を、ಠ自のݧܦにͮجきマーέςΟϯάࡦࢪに׆༻してい
ましͨ。
をఆྔతにੳؒのछผళ಄ചり্͛の࣮σーλと気象σーλとのؔڈಉͰ、աڞ回、気象ிとࠓ　
しています。もͪΖΜ、ചり্͛は気象͚ͩͰܾまるものͰは͋りまͤΜが、ྫ え、気Թとコーτのചり্͛をൺ
ֱすると、͋ るҰఆの気ԹをԼ回るとചり্͛が৳ͼていることがΘ͔りましͨ。ͭ まりʠۀքのৗࣝʡが۩体తに
࣮ূ͞れͨことになり、気Թのใをۀに׆༻ͰきるՄੑを֬ೝすることがͰきましͨ。
　し͔しながΒ、ʑのۀの中Ͱ気象ใをޮՌతに׆༻するͨΊには、՝も͋ります。�ͭは֤ࣾのചり্
࣮͛をཧするとともに、ۀに͓͚るରࡦをとるͨΊのج४をઃఆすること、も͏�ͭは気象ใのૅجతな
ࣝをڞ༗することͰす。
にどのΑ͏なΞΠςϜをखすれΑい͔ѲͰきるΑ͏になظ࣌これΒの՝のղܾにऔりΈ、どの、ޙࠓ　
ると、ᶃదなൢചظ࣌のઃఆ、ᶄదなݿࡏཧ、ᶅళ಄7.%ʢϏδϡΞϧマーチャϯμΠδϯάʀ֮ࢹతԋग़ޮ
Ռʣࡦࢪ、にԠ༻ͰきるՄੑががͬて͘るとߟえます。このΑ͏にաڈの気象σーλ༧ଌにؔするใを
マーέςΟϯάੳに׆༻することにΑͬて、ΑりҰ͓٬༷にຬしてい͚ͨͩるఏڙがͰきるΑ͏になる
ことをظしています。

˙ΞύϨϧɾϑΝογϣϯۀքʹ͓͚Δؾσʔλの׆༻
Ұൠࣾஂ๏ਓɹ
ຊΞύϨϧɾϑΝογϣϯڠۀ࢈ձ�
ਓࡐҭ成ҕһձҕһ
ʢʢגʣΦϯϫʔυֽࢁ�
औకઐࣥߦһʣ
ੴాɹത

ίートのൢചと気Թとのؔ

ίʔτͷൢചͱฏۉ気Թͷա̏ڈؒͷ૬ؔ（ൢചɺ気Թͱ
7Ҡಈฏۉ）ɻ25ˆҎԼΛ҆ʹച্࢝͑૿͕ߴΊͯいΔ͜ͱ͕
͔Γま͢ɻ

と気象情報ۀ࢈（３）
　気象庁では、気ީ変動や異常気象による影ڹを受ける分野がଛࣦや被害を回避・軽ݮするために

必要な気ީ情報とその利活用のあり方に関して、交通政策৹ٞ会気象分科会の提言を受け、利用者

との対話や、関係機関との連携・ڠ力を通して、気ީ情報活用策の成ޭ事例の創出とその普及を進

めていくこととしています。

　ここでは、アパレル・ファッション業界とړ業において気ީ情報が活用されている事例について

紹介いたします。
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コラム  

ア . かつおについて
　ਫݯࢿ࢈ੜのಈଶをѲするͨΊには、֫ړ
のظ࣌ɾ海Ҭɾྔ のใにฒΜͰ、海༸のใがඞཁと
なります。ຊコϥϜͰはຊのਫݯࢿ࢈の中Ͱもとり
Θ͚ॏཁͰ͔ͭ、͞ ま͟まなࠃにΑͬてར༻͞れる「ࠃ
ͦ、Ͱ͋る「͔͓ͭ」をର象とし「ݯࢿࡍ のಈଶ༧
ଌのͨΊにඞཁなσーλのҰ෦としてࠇைைに
表͞れるຊ周ลの海流ਫԹを࠶現ɾ༧ଌする気
象ிのଠฏ༸海༸σーλಉԽγεςϜ

ʢ.07&�.3*�$0.�8/1ɿҎԼ気象ி.07&ˎʣのσーλをऔりೖれٕͨज़։ൃにͭいてհします。
　͔͓ͭはਫ࢈ੜの中Ͱも海༸のಛとともにհ͞れ、「͔͓ͭはࠇைにͬてͬて͘る」といͬͨݴ༿を
ฉいͨことが͋る͔とࢥいます。表現のՊֶతなੋඇはとも͔͘、これにはೆ͔Β͔͓ͭをいながΒ֫ړするҰ
ຊりのΠϝーδが大きい͔もしれまͤΜ。͔ ͓ͭを֫ړするओཁなړ๏は、まき、りʢԕ༸とۙ海ʣ、Ԋ؛ͻ
きೄが͋り、現ࡏͰはͦの中Ͱもྔ֫ړが࠷もଟいのはまきͰす。����のσーλをݩにしますと、ੈ քの͔
は�����ສτϯͰओཁ͔ͭྔ֫ړ͓ͭ ɾ͓ま͙Ζ ʢྨϏϯφΨ、ϝόチ、キϋμ、クロマάロ、ϛφϛマάロʣの߹ړܭ
֫ྔ���ສτϯの�ׂをڕ�छͰΊていることになります。この͔Β͚ͩͰも地球نの৯ྉڅڙに
͓いて、͔ ͓ͭがനݯࢿとしてॏཁͰ͋ることがΘ͔ります。ຊۙ海に͓͚る中心తړͰ͋るৗ൬ɾࡾԭ
͞ڹにӨڥにؔ࿈する海༸ܗړと্回༡ɾྔݯࢿͰの͔͓ͭདྷ༡ྔは、の中心Ͱ͋るଳҬのړ
れるとߟえΒれています。ۙ 、ຊۙ海Ͱの͔͓ͭړのૢڥۀはݫし͘なͬて͓り、ړ୳ࡧのޮԽړ
બのͨΊの༗ྗなॿ͚となるਫ਼のߴいړ༧ଌがまれるΑ͏になͬてきています。これまͰのړ༧ଌख
๏は、աڈのړと海گをॏͶ߹ΘͤにΑるݧܦଇにͮجいていましͨ。ͦ こͰຊڀݚͰは、͔ ͓ͭのੜಛੑと
ੜଉదਫԹ、ҠಈをྀߟしͨݯࢿಈଶϞσϧをద༻しͨݯࢿಈଶのѲをతとしましͨ。

˙ຊۙւの͔͓ͭݯࢿಈଶ༧ଌとͦの࣮ར༻ʹ͚ͯ
ಠཱߦ๏ਓ
ਫ࢈૯߹ڀݚηϯλʔɾ
ॴ͔ͭڀݚݯࢿ࢈ਫࡍࠃ ɾ͓
·͙Ζݯࢿ෦
һɹਗ਼౻लཧڀݚ

ੈքのか͓ͭɾ·͙Ζྨの֫ړ量と日ຊۙւのか͓ͭ資ݯಈଶ予ଌ

MPCBM�5VOB�$BUDIFT�CZ�TUPDL)�0"'）ྔ֫ړքͷओཁ͔͓ͭɾま͙Ζྨͷੈ（ࠨ） ͔ΒҾ༻）
（ӈ）2011  �݄த०ͷΧπΦ（42��DNҎ্）༧ଌਤͱ࣮ࡍͷ֫ړҐஔͱྔ֫ړ（ؙɿɺ੨ؙɿま͖）

特集　社会に活きる気象情報
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イ. かつお資源分布動態の予測
�4QBUJBM	ಈଶを༧ଌするͨΊにద༻しͨํ๏は、4&"10%:.ݯࢿ͓͔ͭ　 &DPTZTUFN� BOE�10QVMBUJPO�
%ZOBNJD� .PEFM
とݺれるݯࢿಈଶϞσϧͰす。このϞσϧはڥと֫ړのӨڹをྀߟにೖれͨख๏Ͱ、࣋ଓ
తなਫݯࢿ࢈のར༻をతとしてϑϥϯεの$-4ࣾの1BUSJDL��-FIPEFZത࢜を中心に։ൃ͞れてきましͨ。ࡍࠃ
ਫڀݚݯࢿ࢈ॴͰは����͔Β$-4ࣾとのڞಉڀݚとしてこのϞσϧをద༻し͔͓ͨͭݯࢿಈଶにؔ
するڀݚをߦしてきましͨ。このϞσϧのతは、海༸ڥσーλʢਫԹ、流、༹ ଘࢎૉ、ૅجੜ࢈ʣをೖྗσー
λとし、͔ ͓ͭのڥのԠをྀߟしͨྸผのݯࢿಈଶを༧ଌすることͰす。このϞσϧのओなಛは、海༸
ཧʵ࣭॥݁߹Ϟσϧ、ӤੜϞσϧ、͔ ͞れていることߏಈଶϞσϧの�ͭのαϒϞσϧ͔Β܈体ݸ͓ͭ
Ͱす。͔ 、ಈଶのѲに͓いて、ਫԹと流はੜଉҬҠಈにؔ࿈するύϥϝーλとしてॏཁになりݯࢿ͓ͭ
これΒのύϥϝーλをಘるͨΊに気象ி.07&のσーλを༻しています。Ұྫとして4&"10%:.にΑͬてਪ
ఆ͞れͨ�����݄中०の����ηϯチϝーτϧҎ্のΧπΦを、ಉظ࣌のʢؙʣとまきʢ੨ؙʣの֤
���Αりଆに֬ೝͰき、ಛにೆܦ༧ଌ͞れͨ海Ҭは、౦͘ߴのをॏͶ߹Θͤてࣔします。ີがۀړ
ॾౡ周ลͰߴいをࣔしています。ٯに౦ܦ���のଆの海Ҭࠇை流࿏ԊいͰは͘༧ଌ͞れていま
す。࣮ ༧ଌ͞れͨ海Ҭとྑ͘ߴ͞れ、ີがൺֱతܗԭのҢ��ۙにࡾはओにړのظ࣌のこのࡍ
いҰகをࣔしましͨ。し͔し、ړがしていないѥଳ海ҬͰ͔͓ͭがଟ͘するΑ͏にਪఆ͞れて͓り、こ
のにͭいては͔͓ͭにؔ࿈するཁҼのݕ࠶౼などもؚΊてޙࠓの՝Ͱす。
　現ࡏはݧࢼஈ֊Ͱすが、�͔݄ઌまͰ༧ଌしͨ気象ி.07&のσーλを०ผにॲཧ、ೖྗして༧ଌ͞れ͔͓ͨͭ
ਤを࡞し、ਫ࢈૯߹ڀݚηϯλーɾ։ൃௐࠪηϯλーともڞಉしてりધを༻しͨ༧ଌҬのଥੑにͭい
てূݕを࣮ࢪしています。ޙࠓは͔͓ͭ༧ଌਫ਼の্をਤるとともに、४ϦΞϧλΠϜͰの৴ํ๏༧ଌ
Ҭの描ըなどにͭいてݕ౼してい͘༧ఆͰす。কདྷతにߴਫ਼な༧ଌが࣮現ग़དྷれ、ཧのͨΊのπーϧとして
のར༻がՄとߟえています。
ˎւ༸σʔλಉԽγεςϜʢ気象庁.07&ʣɿ͕গͳۭؒ͘తʹؒ࣌తʹภ͍ͯ͠ࡏΔւ༸؍ଌσʔλ͔ΒɺϞσϧΛ༻͍ۭͯؒతŋؒ࣌త
σʔλΛੜ成͢ΔγεςϜɻࢠͳ࣭֨ۉʹ
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特集　社会に活きる気象情報

（̐）ར༻ऀとのରのଅ進ɹ
　これまで見てきたように、気象情報は人々の生活や社会経済活動と密接に関わっており、その利活用

を推進することで、より良い暮らしや産業の発展にݙߩできると考えています。このような認識のもとに、

気象庁としては第一に、気象やւ༸の数値予測モデルに代表される基൫的技術のվ良と開発を進めます。

さらに、࠶生可能エネルΪーのような新しく気象情報の活用が期待される分野においては、利用者との

対話をਂめることで、より高度な利用方法を୳っていきます。このような取組として、気象庁が持ってい

る情報と技術をઐ分野の研究者や技術者に提示し、気象情報の活用研究を共同で実施しています。

その他にも、産業界、民間気象事業者、関係省庁との対話をさらにਂめ、気象情報のվ良と利活用の

推進に取り組んでいきます。

メΨιーϥー

ɹଠཅޫൃిͷൃిྔ༧ଌͰはɺগͳ͘ͱ 1िؒલɺ�લఔɺલɺேͷͦΕͧΕͷλΠϛϯάͰͷࣹྔ༧ଌͷχʔζ͕͋Δͱ͞
Εͯいま͢ɻޙࠓɺେنͳଠཅޫൃిॴ͕֤ʹඋ͞ΕΕɺࣹྔ༧ଌʹͭいͯɺҰͭͷൃిॴͷਅ্ͷ༧ଌΑΓɺ͋Δఔͷ͞Λͬ
ͨྖҬʹର͢Δਖ਼֬ͳ༧ଌ͕ΑΓॏཁʹͳΔ͜ͱ͑ߟΒΕま͢ɻ気象ிͰはɺ࠷৽ͷڀݚϓϩδΣΫτͷࢀըʹΑΓɺར༻ऀχʔζͷѲ
ʹΊま͢ɻ

ଠཅޫൃిॴࡖ
ࣸਅఏڙɿؔిྗࣜגձࣾ
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